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最新の情報はウェブで‼ 
「炭の家」法人様向けウェブサイトは 

 sumi1t     で検索！ 

< 炭タイム vol.25号 > 

 

情報随時更新中！ 

「炭の家」全国ネットワーク ４8社 
H15年4月～Ｈ25年3月末  

累積供給数 3，905 棟 

3，905 

3，124 

昨年度は全国で781組 
の炭の家ユーザー様が誕生！ 

炭の家に全国から問合せ殺到！！ 《緊急レポート》 

PM2.5が日本全国に飛来！！ 

「目に見えないリスク」から家族の健康を守るためには！？ 

H.Pアドレス⇒http://www.sumi1t.com/ 

北は北海道から南は沖縄まで！ 
全国各地の「炭の家」ユーザー様から喜びの声が届いています！ 

ただいまの 

《導入企業レポート》 
契約調印後３週間で集客イベント開催！ 

「炭の家」発表会、2日で来場１１０組！ 
静岡県伊東市：三和建設 株式会社 



(株)ホーム企画センター 

フロンティア事業部 古川秀彦 
■「炭タイム」 Vol.25発刊のご挨拶■ 

 
 今年の北海道の冬は、雪の多さ、気温の低さ、異常な吹雪と例年以上に厳しい年でした。痛ましい冬の事故も

多数あり、改めて自然の恐ろしさを痛感しました。路肩には未だ大きい雪の山がありますが、4月になりそんな北

海道にもようやく暖かい日が増えて春が来る高揚感を感じております。 

 さて、今年の春は大陸からの空気汚染物質「PM2.5」の話題がニュースを賑せております。 

 これからは室内の汚染物質の除去だけではなく、大気汚染にも対応していることもお客様が安心して暮らせる

要件になってくると考えています。 

 私たちが提供する「炭の家」は大気汚染に対する処置も簡単に講じる事が出来る仕組みです。 

 今回の記事の中にもこの問題を掲載しておりますが、もっと詳しくお知りになりたい方はご遠慮なくお問い合わ

せ下さいませ！それでは今号も最後までお付き合いの程よろしくお願い致します。  

〈緊急特集〉 

PM2.5が日本全国に飛来！ 
「目に見えないリスク」から家族の健康を守る為には！？ 

 大きな社会問題としてクローズアップされ、今なお連日報道されてい

るPM２.５問題を始め、黄砂、花粉など様々な空気汚染物質が日本中を

襲った今春。 

 「空気のキレイな炭の家」をキャッチフレーズとしている当社を始め、

全国の「炭の家」導入法人様のもとに問合せが殺到しました。 

「炭の家（カーボンエアクリーンシステム）」は対策として有効なの

か！？私たちは早速、有効性について次のような見解を示しました。 

 皆様ご承知のとおり、建築基準法では2時間に1回家中の空気を全て

入れ替えなければなりません。全て入れ替えるという事は、同量の外

気を室内に取り入れるという事ですから、どんなに窓を閉め切って外出

を控えても、汚染された外気が気付かぬうちに機械的にどんどん室内

入って来る事になります。 

 であれば、外気の侵入経路である“吸気口”に対策を講じる事がベス

トであるという答えに誰もが行きつく事でしょう。そして、侵入経路の数

は少ないに越したことはない事にも・・・。 



「炭の家」は対策となり得るのか・・・答えは「有効です！」といえます。 

「炭の家」がPM2.5対策として有効である２つの理由 

①外気の取込口（侵入経路）が１か所である事。 

②高性能フィルタで汚染物質の大幅カットが出来る事。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病院の手術室などで採用される第２種換気方式

である「炭の家」は、入口１か所、出口１か所です

から、その入口に高性能なフィルタを挿入すること

で他の方式に比べて格段に外気汚染物質の室内

流入をカットすることが出来る訳です。 

 

冒頭でも触れましたが、この問題がクローズアップ

されてから、１日に平均１２件の問合せが入って来

る導入法人様もあります。 

 

お客様の空気環境に対する関心が高まっている

今、「目に見えないリスク」から家族の健康を守る

家づくりが注目されています。  

 



詳しくはウェブサイトまたは右に記載のフロンティア事業部 

直通ダイアルよりお気軽にお問合せ下さい‼ 

ＴＥＬ （０１１）７５６－４８２４ 
ＦＡＸ （０１１）７５６－４８２５ 

      「炭の家」発表会 2日で来場１１０組！ 

〈導入法人レポート〉 契約調印後3週間で集客イベント開催！ 

加盟パートナー募集中 

静岡県伊東市 三和建設 株式会社 ＜平成２５年３月契約締結＞ 

 当社でも家づくりに「炭」を使った経験があったので、DMでみた「炭の家」に関

心を持ち今から１年以上前に資料はもらっていましたが、目に見えない空気の

話・・・実際に業績アップにつながるものなのか半信半疑でした。 

 新商品として競争力の高いものを取入れたいと様々なFC・VCを検討してみまし

たが、自社にしっくりくるものは無く時間だけが経過して行きました。 

 そして、昨年末消費増税へのスケジュールも見えてくると、待ったなしで何かを

始めなければ、駆け込みにも乗り遅れてしまうと考えました。 

 「健康」をテーマにした住まい＝「炭の家」を提供することで、他社には獲得でき

ない新たな顧客層を開拓できるという話を聞いていましたし、連日PM2.5問題の

ニュースが流れるなかで空気環境に対する関心が高まっていることを感じていま

したので、まさに「いつやるの？今でしょ！」という感じでした。 

 モデルハウスを建設してからでは遅いということで、ショールームを全面改修し

て「炭の家」の仕組みが分かるコーナーを作り見所にすることにしました。発表イ

ベントまで時間が無いことが社員の団結を生み、わずかな準備期間の中で一丸

となって取り組んでまいりました。おかげさまで３月末の炭の家発表会では２日間

で１１０組、３００名以上のお客様に炭の家をご紹介することが出来ました。 

来場者にご説明すると「想像していた以上に良さそうですね」とか「花粉症なので

こんな家がいいな」など関心の高さに驚きました。 

集客イベントとしては大成功でしたが、あくまでも目的は受注数アップ！ 

この地域でオンリーワンの商品を手にした事は当社の大きな強みになると確信し

ています。 

代表取締役社長 

石田龍夫様 

 


